



































































The Interface between International Education and Social Studies:

























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































９）「12 才以下の児童」、「12 才から 15 才までの生徒」、「15
才以上の生徒」、「歴史教師の訓練」という 4グループで
の研究がなされた。本セミナーについては、小沢（1952）
『国際理解と社会科における歴史教育』、古今書院、C. P. 
Hill編・小沢訳（1955）『ユネスコ　新しい歴史教育の
あり方』、古今書院、に詳しい。
10）小沢（1955）、pp.12-13.
11）勝田訳（1956）の「訳者あとがき」の中で、勝田は、こ
の問題にふれ、アジア人にとっては、多少問題がずれて
いると感じると述べている。
12）永井滋郎（1957）「国際理解の教育目標」『社会科研究』、
第 5号、pp.44-51.
なお、後日、永井は、いわゆるユネスコの「1974 年勧告」
が発表される時期には、日本の国際理解教育は、すでに、
